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６
月
定
例
会
は
、
６
月
　１１

日
か
ら
　
日
の
８
日
間
の
会

１８

期
で
開
催
し
、
条
例
改
正
５

件
・
そ
の
他
の
案
件
１
件
・

平
成
　

年
度
補
正
予
算
７

２４

件
・
平
成
　
年
度
補
正
予
算

２５

３
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し

ま
し
た
。

　
条
例
改
正

▽
城
里
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
・
施
行

さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
復
興

支
援
の
た
め
の
税
制
上
の
対
応
、
個

人
町
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
延
長
・
拡
充
、
延
滞
金
の
割
合
の

特
例
の
見
直
し
に
伴
い
、
関
係
条
文

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▽
城
里
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
　
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
に

２５

お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
っ
た
者
が
国
民
健
康
保
険
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
場
合
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
の
特
例

を
恒
久
化
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係

条
文
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▽
城
里
町
税
外
諸
収
入
の
延
滞
金
、

督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
城
里
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例▽
城
里
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
　
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
に

２５

お
い
て
、
徴
収
す
る
延
滞
金
の
割
合

の
特
例
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
、
地

方
税
に
お
け
る
延
滞
金
の
割
合
の
特

例
と
同
様
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
関
係
条
文
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。

　
そ
の
他

▽
平
成
　
年
度
城
北
地
方
広
域
事

２４

務
組
合
会
計
決
算
認
定

　
平
成
　
年
３
月
　
日
を
も
っ
て
城

２５

３１

北
地
方
広
域
事
務
組
合
が
解
散
し
た

こ
と
に
伴
い
、
監
査
委
員
の
意
見
書

を
付
け
て
議
会
の
認
定
に
付
す
る
も

の
で
す
。

ホロル君
※大樹スダジィに住む伝説のフクロウ
　性格はやさしく、特技は、スダジィに
　実をならせること。
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一般会計
　追加補正（３月29日専決処分）
　３億１２４万１千円

　総額　100億2,434万６千円に

平成24年度補正予算

歳入の主なもの
　町税 2,550万5千円
　地方交付税 3億3,825万5千円
　国庫支出金 6,759万円
　県支出金 △3,624万2千円
　繰入金 △1億1,071万4千円

歳　出
　議会費関係 △292万円
　総務費関係 5億4,408万2千円
　民生費関係　 △6,760万9千円
　衛生費関係　　 △3,720万9千円
　労働費関係　　　 △392万4千円
　農林水産業費関係 △1,144万9千円
　商工費関係　 　△223万5千円
　土木費関係　 △4,874万1千円
　消防費関係　　 △760万円
　教育費関係　　 　△4,597万3千円
　災害復旧費関係　 △366万5千円
　公債費関係　　 　△1,151万6千円

※主に２4年度事業確定によるものの減にな
　ります。

特別会計
６事業特別会計

専決処分日補正後の額補正額会計名

3月29日23億9,385万7千円△7,038万5千円事業勘定
国　保

3月29日2億4,097万5千円△877万円施設勘定

3月29日1億8,480万5千円△290万8千円後期高齢者医療

3月29日17憶2,160万2千円△6,608万9千円保険事業勘定
介　護

3月29日408万8千円△29万5千円サービス事業勘定

3月29日10億2,444万5千円△1,197万2千円公共下水道事業

3月29日2億6,614万円△442万5千円農業集落排水事業

3月29日4億4,310万4千円△5,737万6千円資本的収入水　道



６月定例会で決まったこと

しろさと議会だより　No.35　　４

平成25年度補正予算
一般会計　追加補正　5億3,002万9千円

　  　　総額　94億7,602万9千円に

歳　出
　総務費関係　　　　    5億42万3千円
　衛生費関係　　　　　     254万2千円
　労働費関係　　　　　　   548万5千円
　農林水産業費関係　　      21万2千円
　商工費関係　　　　　　   263万8千円
　消防費関係　　　　　　 1,493万7千円
　教育費関係　　　　 　    379万2千円

歳　入
　国庫支出金　　　　　 　　787万5千円
　県支出金　　　　　 　　 △79万4千円
　繰入金　　　　 　　1億3,236万7千円
　諸収入　　　　　 　　　1,468万1千円
　町債 3億7,590万円

小
圷
　
　
孝

根
本
　
正
典

鯉
渕
　
秀
雄

小
松
﨑
三
夫

三
村
由
利
子

杉
山
　
　
清

南
條
　
　
治

小
林
　
祥
宏

飯
村
　
吉
伊

桐
原
　
健
一

阿
久
津
則
男

加
藤
　
文
夫

河
原
井
大
介

三
村
　
孝
信

余
水
　
紀
夫

薗
部
　
　
一

議　員　名

議　案　名

○○○議
　
長
　
の
　
た
　
め
　
採
　
決
　
に
　
加
　
わ
　
っ
　
て
　
い
　
な
　
い

○○○○○○○○○○○○城里町税条例の一部を改正する条例

○○○○○○○○○○○○○○○
城里町税外諸収入の延滞金、督促手数料及び延滞金徴収
条例の一部を改正する条例

○○○○○○○○○○○○○○○城里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

○○○○○○○○○○○○○○○
城里町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する
条例

○○○○○○○○○○○○○○○城里町介護保険条例の一部を改正する条例

○○○○○○○○○○○○○○○平成２４年度一般会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○平成２４年度国民健康保険特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○平成２４年度後期高齢者医療特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○平成２４年度介護保険特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○平成２４年度公共下水道事業特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○平成２４年度農業集落排水事業特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○平成２４年度水道事業会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○平成２４年度城北地方広域事務組合会計決算認定

○○○○○○○○○○○○○○○平成２５年度一般会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○平成２５年度公共下水道事業特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○平成２５年度農業集落排水事業特別会計補正予算

審議した議案と各議員の賛否
　第２回定例会の議案等の表決を賛成は○、反対を×、欠席は－で表示してあります。

特別会計
２事業特別会計

補正後の額補正額会計名

11億8,306万3千円4,800万円公共下水道事業

3億2,008万4千円4,141万2千円農業集落排水事業

今回５名が質問し、
　　　その要約を掲載しました。



今回今回５名５名が質問し、が質問し、
　　　その要約を掲載しました。　　　その要約を掲載しました。
今回５名が質問し、
　　　その要約を掲載しました。

三　村　由利子  議員 ６Ｐ

三　村　孝　信  議員 ８Ｐ

杉　山　　　清  議員 10Ｐ

桐　原　健　一  議員 ７Ｐ

薗　部　　　一  議員 ９Ｐ
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 三  村 　 由  利  子 　議員　
み むら ゆ り こ

三
　
村
　
投
票
所
が
大

幅
に
統
合
縮
小
さ
れ
、

有
権
者
に
は
遠
い
存
在

に
な
っ
て
お
り
、
投
票

率
の
低
下
傾
向
に
あ
る

な
か
で
、
現
在
の
投
票

所
の
統
合
は
適
切
な
も

の
と
判
断
さ
れ
て
い
る

の
か
。

総
務
課
長
　
全
町
的
な

観
点
か
ら
実
施
し
た
も

の
で
適
切
な
投
票
所
数

と
認
識
し
て
い
る
。

三
　
村
　
約
4
5
0
万

円
弱
の
経
費
節
減
の
た

め
に
投
票
所
を
統
合
し

た
こ
と
が
、
適
切
だ
と

思
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
地
域
を
統

括
す
る
区
長
さ
ん
か
ら

苦
情
等
も
寄
せ
ら
れ
て

い
な
い
。

三
　
村
　
選
挙
で
全
地

域
を
回
っ
た
町
長
は
、

高
齢
者
世
帯
の
実
態
を

み
て
投
票
所
を
再
考
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
判
断
に
は
至
ら
な

か
っ
た
の
か
。

町
　
長
　
確
か
に
再
編

に
よ
り
投
票
所
ま
で
の

距
離
が
遠
く
な
っ
た
こ

と
は
実
感
し
て
い
る
。

三
　
村
　
距
離
的
な
こ

と
で
投
票
所
に
行
け
な

い
事
実
は
、
保
障
さ
れ

て
い
る
選
挙
権
を
制
限

し
て
い
る
こ
と
に
な
ら

な
い
か
。

町
　
長
　
選
挙
管
理
委

員
会
で
討
議
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
私
か
ら
も

話
を
す
る
。

三
　
村
　
趣
味
の
活
動

グ
ル
ー
プ
が
ホ
ー
ル
使

用
の
申
請
で
高
額
な
料

金
を
説
明
さ
れ
た
。
利

用
料
金
の
設
定
に
つ
い

て
所
見
を
伺
う
。

町
　
長
　
近
隣
の
施
設

使
用
料
と
比
較
し
て
高

く
な
い
。

三
　
村
　
町
民
の
た
め

の
コ
ミ
セ
ン
を
、
手
軽

に
利
用
で
き
る
料
金
設

定
に
す
べ
き
で
は
。

教
育
長
　
類

似
施
設
と
比

較
し
て
、
約

　
％
～
　
％

３０

５０

料

金

は

下

回
っ
て
い
る
。

三
　
村
　
活

動
発
表
の
場
、

文
化
活
動
の

振
興
の
為
に

も
町
民
に
は

考
慮
す
べ
き

と
思
う
が
。

町
　
長
　
こ
れ
か
ら
検

討
課
題
と
す
る
。
文
化

団
体
が
安
い
料
金
で
利

用
し
活
躍
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
町
に
は
大
事

な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

投票所につい投票所についてて

〈町長〉投票所まで遠くなったと実感している。
選挙管理委員会に話をする。　 

投票所

施
設
利
用
料
金
に
つ
い

 施
設
利
用
料
金
に
つ
い
てて

 コ
ミ
セ
ン
ホ
ー
ル
使
用
料
は
高
す
ぎ

コ
ミ
セ
ン
ホ
ー
ル
使
用
料
は
高
す
ぎ
なな
い
か
い
か

〈
町
長
〉

こ
れ
か
ら
検
討
課
題
と
す
る
。
文
化
団
体
が
安

い
料
金
で
利
用
し
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

町
に
は
大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

コミュニティセンター城里ホール
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 桐  原 　 健  一 　議員
きり はら けん いち

桐
　
原
　
風
疹
が
全
国

的
に
流
行
し
て
い
る
。

妊
娠
を
望
む
女
性
や
、

妊
婦
の
夫
ら
を
対
象
に
、

予
防
接
種
費
用
を
助
成

で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
本
町
に
お
け

る
出
生
者
は
、
年
間
１

０
０
人
か
ら
１
１
０
人

程
度
で
あ
る
。
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
、

予
防
接
種
の
２
分
の
１

の
補
助
を
対
象
と
し
て

助
成
し
て
い
く
。

桐
　
原
　
妊
婦
の
方
に
、

障
害
者
駐
車
場
を
気
兼

ね
な
く
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、「
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
」
表
示
板

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
妊
婦
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
機
会
が

多
い
と
思
わ
れ
る
、
コ

ミ
セ
ン
、
保
健
セ
ン

タ
ー
及
び
、
桂
図
書
館

な
ど
の
障
害
者
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
、
表
示
板
を

設
置
し
て
い
く
。

桐
　
原
　
有
害
鳥
獣
を

追
い
払
う
装
置
「
バ
リ

ア
ト
ー
ン
」
は
、
野
生

動
物
が
お
び
え
る
と
い

う
音
波
を
人
工
的
に
発

生
さ
せ
る
装
置
で
、

「
　
万
７
９
０
０
円
」
と

２０高
価
格
の
た
め
、
助
成

制
度
が
で
き
な

い
か
。

町
　
長
　
町
と

し
て
は
、
有
害

鳥
獣
駆
除
隊
を

編
成
し
、
駆
除

を
行
っ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
の
個

体
数
の
減
少
を

図
る
こ
と
が
最

善
で
あ
り
、
現

在
の
時
点
で
は
助
成
制

度
は
考
え
て
い
な
い
。

風疹予防接種の助成につい風疹予防接種の助成についてて

〈町長〉予防接種の２分の１の補助を対象と
　　   して助成していく。

 妊
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く

妊
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
りり

 町
公
共
施
設
駐
車
場
に「
マ
タ

町
公
共
施
設
駐
車
場
に「
マ
タ
ニニ

 テ
ィ
マ
ー
ク

テ
ィ
マ
ー
ク
」」
 の
表
示
板
設
置

の
表
示
板
設
置
にに

 つ
い
つ
い
てて

〈
町
長
〉

障
害
者
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
、
表

示
板
を
設
置
し
て
い
く
。

設置されたマタニティマーク表示板

有
害
鳥
獣
を
追
い
払
う
装

 有
害
鳥
獣
を
追
い
払
う
装
置置

 「
バ
リ
ア
ト
ー
ン
」の
助
成
制

「
バ
リ
ア
ト
ー
ン
」の
助
成
制
度度

 に
つ
い

に
つ
い
てて

〈
町
長
〉

現
在
の
時
点
で
は
助
成
制
度
は

考
え
て
い
な
い
。

バリアトーン

マタニティマーク
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　 三  村 　 孝  信 　議員　
み むら たか のぶ

三
　
村
　
　
h
a
の
国

４１

有
林
を
町
有
地
と
し
た

が
、
そ
の
後
利
用
す
る

た
め
の
計
画
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
墓
地
に
対

す
る
国
民
の
意
識
が
変

化
し
、「
樹
木
葬
」
に
対

す
る
関
心
が
高
い
。
そ

こ
で
自
然
志
向
で
里
山

を
守
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
か
ら
「
樹
木
葬
」

を
中
心
と
し
た
墓
地
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
民
間
事
業
者

か
ら
墓
地
計
画
跡
地
を

活
用
し
た
太
陽
光
発
電

施
設
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

提
案
が
あ
り
、
現
在
事

業
計
画
を
協
議
し
て
い

る
。「
樹
木
葬
」
に
よ
る

墓
地
計
画
は
考
え
て
い

な
い
。

公園墓地計画跡地の利用につい公園墓地計画跡地の利用についてて

〈町長〉民間事業者から太陽光発電施設メガソーラー
　の提案があり、事業計画を協議している。

中
学
校
の
再
編
に
つ
い

 中
学
校
の
再
編
に
つ
い
てて

三
　
村
　
七
会
中
学
校

の
新
入
生
　
名
の
う
ち

１１

７
名
が
常
北
中
学
校
へ

入
学
し
た
理
由
は
何
か
。

町
内
中
学
校
の
生
徒
数

の
今
後
の
見
通
し
と
中

学
校
再
編
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
の
か
。

町
　
長
　
中
学
で
入
り

た
い
部
が
七
会
中
に
な

い
た
め
、
常
北
中
を
選

〈
教
育
長
〉

生
徒
の
動
向
に
留
意
し
、
早
急
に
今
後
の

こ
と
を
考
え
動
き
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

択
し
た
か
ら
。　

年
後

１０

に
は
、
全
校
数
で
、
常

北
中
マ
イ
ナ
ス
１
３
５

名
、
桂
中
マ
イ
ナ
ス
　６０

名
、
七
会
中
マ
イ
ナ
ス

３
名
。
以
上
と
な
る
。

中
学
校
再
編
に
つ
い
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
計
画

は
な
い
。

三
　
村
　
来
年
度
も
七

会
中
に
お
い
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
昨
年
度
の
経

緯
か
ら
統
合
は
時
期
尚

早
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、
生
徒
の
動
向
に
留

意
し
、
地
域
の
方
々
と

話
し
合
い
を
深
め
、
早

急
に
今
後
の
こ
と
を
考

え
動
き
出
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
状
況
だ
。

都
市
計
画
に
つ
い

 都
市
計
画
に
つ
い
てて

〈
町
長
〉

国
道
１
２
３
号
線
バ
イ
パ
ス
沿
線
の

用
途
地
域
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

三
　
村
　
常
北
地
区
の

都
市
計
画
決
定
か
ら
約

　
年
が
過
ぎ
た
。
地
区

３０を
取
り
巻
く
経
済
情
勢

や
人
口
動
向
、
土
地
利

用
等
に
大
き
な
変
化
が

生
じ
た
。
計
画
の
見
直

し
が
必
要
と
思
う
が
。

町
　
長
　
国
道
１
２
３

号
線
バ
イ
パ
ス
が
開
通

す
る
の
で
、
バ
イ
パ
ス

沿
線
の
用
途
地
域
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
。

現
在
は
第
１
種
低
層
住

居
専
用
地
域
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
店
舗
等
は

建
て
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

常
北
地
区
全
域
の
見
直

し
に
つ
い
て
も
今
後
検

討
し
て
い
く
。

七会中学校

現在の常北都市計画図
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 薗  部 　　 一 　議員
その べ はじめ

薗
　
部
　
住
民
が
安
心

し
て
生
活
が
で
き
、
利

用
者
本
位
の
高
齢
者
の

自
立
支
援
利
用
者
選
択

の
サ
ー
ビ
ス
は
。

町
　
長
　
高
齢
者
の
方

が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
住
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び

向
上
を
図
る
。

薗
　
部
　
次
期
高
齢
者

福
祉
計
画
及
び
第
６
期

介
護
保
険
事
業
の
中
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
増
設
は
。

町
　
長
　
町
内
に
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

１
カ
所
で
あ
る
。
今
　４１

人
が
入
所
を
希
望
し
て

い
る
が
、
県
よ
り
は
８

床
し
か
示
さ
れ
ず
、
難

し
い
。

薗
　
部
　
医
療
の
中
核

を
担
っ
た
城
北
病
院
が

被
災
し
新
病
院
を
水
戸

に
建
設
中
、
四
倉
医
院

は
休
院
、
城
里
町
国
保

七
会
診
療
所
は
重
要
な

位
置
と
考
え
る
が
。

町
　
長
　
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
で
建
設

検
討
委
員
会
が
立
ち
上

が
っ
た
。
地
域
医
療
の

提
供
の
維
持
に
努
め
た

い
。

高齢者福祉、介護、医療につい高齢者福祉、介護、医療についてて

〈町長〉高齢者の方が健康で生きがいを持っ
　　   て暮らせる環境づくりを進める。

城里町国保七会診療所

農
業
振
興
に
つ
い

 農
業
振
興
に
つ
い
てて

　・・
城
里
町
ブ
ラ
ン
ド
推
奨

城
里
町
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品品
に
つ
い
て

に
つ
い
て

〈
町
長
〉

農
産
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
認
定
し
、

地
元
農
協
、
県
の
普
及
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

薗
　
部
　
な
な
か
い
の

里
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
桂
の

レ
ッ
ド
ポ
ア
ロ
ー
、
古

内
茶
、
し
ろ
さ
と
ト
マ

ト
、
コ
ケ
ッ
コ
ー
米
の

５
品
が
ブ
ラ
ン
ド
推
奨

品
に
認
定
さ
れ
た
が
、

今
後
も
増
や
す
の
か
。

町
　
長
　
農
産
物
に
こ

だ
わ
ら
ず
認
定
し
た
い
。

薗
　
部
　
販
売
面
で
苦

労
し
て
い
る
。
町
と
し

て
Ｐ
Ｒ
は
。

町
　
長
　
地
元
農
協
、

県
の
普
及
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
い
。

薗
　
部
　
推
奨
品
等
を

食
べ
る
所
が
少
な
い
。

町
　
長
　
食
べ
る
所
は

な
か
な
か
無
い
。
販
売

店
舗
は
町
内
特
産
品
直

売
所
、
農
協
Ａ
コ
ー
プ

等
。

薗
　
部
　
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
品
の
推
奨
窓
口
担
当

〈
町
長
〉

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
後
継
者
を

育
成
し
、
就
農
者
の
増
加
を
図
り
た
い
。

薗
　
部
　
現
在
農
業
を

担
っ
て
い
る
の
は
　
代
６０

か
ら
　
代
だ
。
減
反
政

８０

策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
若

者
の
生
産
意
欲
が
失
わ

れ
る
中
で
、
後
継
者
問

題
は
。

町
　
長
　
基
幹
産
業
の

農
畜
産
林
業
に
携
わ
る

方
々
の
高
齢
化
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
、
後
継

者
不
足
は
深
刻
だ
。
農

林
水
産
省
の
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し

て
後
継
者
を
育
成
し
、

就
農
者
の
増
加
を
図
り

た
い
。

　・
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
の
育
成

・
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
の
育
成
はは

は
。

町
　
長
　
産
業
振
興
課

で
行
っ
て
い
る
。

レッドポアロー

古内茶 しろさとトマト

コケッコー米

ななかいの里コシヒカリ
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　 杉  山 　　 清 　議員　
すぎ やま きよし

杉
　
山
　
啓
蒙
啓
発
を

考
慮
し
、
女
性
消
防
団

組
織
化
が
必
要
で
は
。

町
　
長
　
女
性
の
特
性

を
生
か
し
た
普
及
が
期

待
さ
れ
る
。
消
防
団
等

と
協
議
し
て
い
く
。

杉
　
山
　
消
防
団
詰
所

　
カ
所
の
施
設
（
ト
イ

４４レ
、
給
水
）
の
充
実
と
、

水
防
地
区
へ
の
救
命
胴

衣
、
山

間

地

区

に

ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー

を
設
置
で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
消
防
団
員
の

処
遇
や
活
動
環
境
に
関

わ
る
の
で
、
順
次
検
討

し
て
い
く
。

杉
　
山
　
毎
年
の
質
問

で
あ
る
、
水
害
対
策
、

特
に
江
川
と
根
古
屋
橋

の
改
修
を
早
急
に
で
き

な
い
か
。

都
市
建
設
課
長
　
国
道

１
２
３
号
線
バ
イ
パ
ス

完
成
前
に
根
古
屋
橋
を

改
修
で
き
る
よ
う
県
へ

要
望
を
続
け
る
。

地域防災につい地域防災についてて

〈町長〉水害対策については今後も強く県に要望し、治水対策
　   の強化に努め、安心で安全なまちづくりに努める。

の
安
全
を
図
る
上
で
、

1
・
5
車
線
（
待
避
所
）

設
置
は
費
用
対
効
果
策

で
は
。

都
市
建
設
課
長
　
緊
急

時
の
対
応
や
通
学
児
童

等
の
安
全
確
保
の
た
め

の
手
法
と
し
て
検
討
し

て
い
く
。

杉
　
山
　
平
成
　
年
　

１８

１２

月
議
会
に
て
、
沢
山
診

療
所
廃
止
に
反
対
し
た

議
員
と
し
て
伺
う
。
県

に
は
無
医
地
区
は
県
北

６
自
治
体
　
地
区
、
城

２１

杉
　
山
　
都
心
部
自
治

体
と
姉
妹
都
市
協
定
を

結
ん
で
交
流
を
図
っ
て

は
。

町
　
長
　
利
点
が
一
致

す
る
自
治
体
と
友
好
都

市
を
念
頭
に
考
え
て
い

く
。

杉
　
山
　
経
済
産
業
省

補
助
３
分
の
２
と
立
地

を
生
か
し
電
気
自
動
車

急
速
充
電
シ
ス
テ
ム
を

町
内
に
設
置
し
、
交
流

人
口
の
拡
大
と
地
域
活

性
を
図
っ
て
は
。

町
　
長
　
観
光
客
の
集

約
と
都
市
住
民
と
の
交

流
人
口
増
を
考
え
、
今

後
の
動
向
を
見
な
が
ら

ぜ
ひ
検
討
し
て
い
く
。

杉
　
山
　
未
整
備
地
区

通
学
児
童
と
地
域
住
民

根古屋橋

地
域
活
性
と
交

地
域
活
性
と
交
流流

人
口
に
つ
い

人
口
に
つ
い
てて

町
道
整
備
に
つ

町
道
整
備
に
つ
いい

てて

沢山小学校付近の町道

町
診
療
所
に
つ

町
診
療
所
に
つ
いい

てて

里
町
に
は
七
会
地
区
に

４
地
区
あ
る
。
町
長
は

こ
の
４
地
区
を
含
め
、

へ
き
地
医
療
に
つ
い
て

ど
の
様
に
お
考
え
か
。

町
　
長
　
へ
き
地
に
住

む
地
域
住
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

整
備
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
は
建
設
検
討
委
員

会
で
協
議
を
い
た
だ
き
、

よ
り
良
い
施
設
整
備
を

し
た
い
。

杉
　
山
　
議
員
は
調
査

を
し
提
案
と
し
て
質
問

を
す
る
が
、
執
行
部
は

事
業
化
に
対
し
経
過
報

告
は
で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
財
政
措
置
を

有
す
る
も
の
、
年
度
内

補
正
予
算
か
新
年
度
予

算
に
計
上
し
実
施
か
、

精
査
し
お
知
ら
せ
し
て

い
く
。

感
染
症
予
防
に

感
染
症
予
防
に
つつ

いい
てて

杉
　
山
　
感
染
症
流
行

に
対
し
予
防
予
算
を
専

決
執
行
し
て
頂
け
る
か
。

町
　
長
　
発
生
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
専
決

処
分
を
執
行
す
る
。

杉
　
山
　
滞
納
者
に
対

し
期
限
の
猶
予
制
度
や
、

今
後
は
保
証
人
枠
拡
大

を
考
え
て
は
。

教
育
長
　
前
向
き
に
検

討
す
る
。

奨
学
金
に
つ
い

奨
学
金
に
つ
い
てて

一
般
質
問
に
つ

一
般
質
問
に
つ
いい

てて
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今
年
は
、
例
年
よ
り
早
く
梅
雨

入
り
を
気
象
庁
が
発
表
し
た
が
、

雨
が
降
ら
ず
心
配
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
後
梅
雨
の
天
候
に
戻
り
、
農

家
は
一
安
心
し
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
先
般
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ

ノ
ン
ペ
ン
で
開
催
し
た
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
で
、
日
本
が
推

薦
し
た
「
富
士
山
」
が
、
景
勝
地

の
「
三
保
松
原
」
を
含
め
て
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
日

本
の
活
性
化
は
無
論
の
こ
と
、
外

国
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
、
更
な

る
経
済
効
果
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
わ
が
町
の
誇
り
で

あ
る
高
峰
「
鶏
足
山
」
は
、
天
気

の
良
い
日
は
富
士
山
の
姿
を
眺
望

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

一
度
登
山
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
今
号
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

６
月
定
例
会
審
議
結
果
に
つ
い
て

お
届
け
し
ま
す
。
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

小
林
　
祥
宏
　
記

議
会
広
報
委
員
会
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